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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

中 等 教 育 段 階 にお け る文 字 や 文 字 式 の理 解 の困 難 性 を 踏 ま えた 学 習指 導 の 改 善 は、国 内 外 に関 わ ら

ず 、数 学 教 育研 究 に おい て 伝 統 的 に 課題 と され て き た 。実際 、全国 学力・学 習 状 況調 査 に みら れ る 我

が 国 の 中 学 生 の実 態 をみ る と 、特 に 事 象 の探 究や そ の 証 明 に おけ る 文字 式 の 理 解・利 用 の実 態は 課 題

が 多 い 。  
こ の よ う な 課 題に 対 し 、従 来 の 文 字 や 文字 式 の理 解 研 究 は 、文字 式 利 用の 過 程 の 一 部 に焦 点 を当 て 、

生 徒 の 実 態 が 検討 さ れる こ と が 多 く、文 字 式 利用 の 過 程 全 体 を視 野 に入 れ た 実 態 の 検討 は 十分 に な さ

れ て こ な か っ た 。これに 対 し 、最 近 で は 、事象の 一 連 の 探 究 過程 に おけ る 生 徒 の 実 態に 焦 点を 当 て た

研 究 が な さ れ てき た が、 課 題 の 改 善 には 研 究を さ ら に 蓄 積 して い く必 要 が あ る 。  

以 上 の 研 究 動 向を 受 け、 本 研 究 の 目 的は 、 事象 の 構 造 の 探 究に お ける 事 象 の 理 解 と文 字 式の 理 解 ・

利 用 の 関 連 に 焦点 を 当て 、そ の 実 態を 明 ら かに す る こ と で ある 。事象 と 文 字 式 は「 表 さ れる も の 」と

「 表 す も の 」の 関 係 にあ り 、探 究 は両 者 の 理解 が 密 接 に 関 連し て 進む と 考 え ら れ る。し かし 、文 字 や

文 字 式 の 理 解 の困 難 性を 踏 ま え る と 、両 者の 関連 が 複 雑 な 様 相を 呈 する こ と も 考 え られ る 。こう し た

探 究 過 程 に お ける 両 者の 関 連 を 解 明 する こ とは 、 学 習 指 導 への 有 用な 視 点 を 与 え うる と 期待 さ れ る ． 
研 究 方 法 は 、授 業 実践に よ る 実 証 的 考察 で ある 。具 体 的 に は 、中 学校第 ３ 学 年 を 対 象に 速 算の 探 究

の 授 業 を 実 施 し 、そこ での 生 徒 の 探 究 の記 述 と授 業 後 に 行 っ たイ ン タビ ュ ー 調 査 の 結果 を 、記号 論 の

視 点 か ら 分 析 を行 う 。  
現 段 階 の 研 究 成果 の 概要 は 次 の ３ 点 であ る 。１ つ は 、事 象 の 探 究過程 に お け る 文 字式 の 理解・利 用

は 、そ れ ま での 筆 算 や 数字 式 を 使 っ た 探究 に おけ る 事 象 の 理 解の 内 容と 仕 方 を 反 映 する と いう こ と で

あ る 。２ つ 目は 、１つ 目に 関 連 し て 、事 象 の 構造 理 解 が 進 ん だ生 徒 の探 究 で は 、探究 過 程 にお い て 事

象 の 構 造 が 対 象化 さ れて い た の に 対 し 、構造 理解 が 進 ま な か った 生 徒の 探 究 で は 、構 造 が対 象化 さ れ

て お ら ず 、 構 造と は 異な る 知 識 が 対 象化 さ れ、 そ れ に 基 づ いて 文 字式 の 理 解 ・ 利 用が な され て い た 。

3 つ 目 は 、 構 造 を 対 象 化す る 記 号 論 的 手段 と して 、 関 係 を 文 字式 で 表す こ と 、 数 を 使っ た いく つ か の

例 を 書 き 出 す こと 、 自然 言 語 が 確 認 され た こと で あ る 。  
以 上 の 様 相 は 、い かに して 構 造 に 気 づ かせ 、そ れを 表 現 し て 対 象化 を 促す か と い う 授 業設 計 の視 点

の 重 要 性 を 示 唆す る 。特に 、文 字 や 文 字 式 の意 味形 成 の 基 礎 に なる 自 然言 語 や 数 字 式 など の 記号 論 的

手 段 を 用 い た 構造 の 対象 化 が 重 要 と 考え ら れる 。  

【研究成果発表方法】 
上 記 の 研 究 成 果を 精 緻化 し 、 日 本 数 学教 育 学会 誌 に 投 稿 予 定で あ る。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


